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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

＜現状＞

品川区では、品川区立学校における部活動の地域連携・地域移行について、活動の主体である子

どもたちの思いや考えを踏まえ、子どもたちの多様なニーズに応じた活動機会を創出していくため、生徒

や地域部活動に参加した部員から意見集約を行った。

１ 生徒の声

① 約６割の生徒が現在の部活動とは別に、部活動にはない興味がある活動ができた場合、参加し

たいと考えている。また、合同部活動や地域での活動機会を増やした場合、約75％の生徒が参加

したいと考えている。

＜部活動や地域でのスポーツ・文化活動に関するアンケート 令和４年９月＞

② 生徒会代表へのアンケートにおいては、部活動の地域移行について、特に地域部活動では学校

ではできない部活動があるので魅力があるという意見が多かった。一方で、不安な点としては、費用

負担が現状の学校部活動より増えないようにしてほしいという意見が多かった。

＜生徒会アンケートについて 令和５年７月＞

③ 中学校および各義務教育学校の抽出校へのアンケートにおいては、地域部活動への取組につい

て、95％以上の生徒が肯定的な回答であった。

＜品川区立中学校、義務教育学校における学校部活動の地域連携・地域移行についての

アンケート 令和６年７月＞

＜課題＞

品川区の多くの子どもたちの希望である興味のある

スポーツに取り組める機会を地域に展開する。

また、参加費や保険料等の費用面でも保護者に

過度な負担が発生しないようにする。

面積 22.85k㎡
(令和6年12月1日現在)

人口 412,856人
(令和6年12月1日現在)

公立中学校数 １５校

公立児童・生徒数
（５～９年）

10,926人
(令和6年5月1日現在)

部活動数 196部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

設置済

＜品川区立中学校、義務教育学校における学校部活動の

地域連携・地域移行についてのアンケート 令和６年７月＞
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よい

どちらかといえばよい

どちらかといえばよくない

よくない

品川区では、現在地域部活動に取り組んでいますが、
どう思いますか。

（名）
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会（指導課）

・地域部活動の運営に関する監督

・学校への周知

・会場校や部員の所属する学校との連携

・効果の検証等

◉首長部局

・地域スポーツクラブと連携し、生涯スポーツの機会の提供

品川区教育委員会

・地域部活動の運営に関する監督
・学校への周知
・会場校や部員の所属する学校との連携
・効果の検証等

・ラグビー、ホッケー講師派遣
・活動の企画、運営、調整
・チラシの作成等

・地域スポーツクラブと連携し、
生涯スポーツの機会の提供

ラグビー部：品川区ラグビーフットボール協会
ホッケー部：東京都ホッケー協会
ダンス部 ：ウェーブマスター
※本事業は、ラグビー部、ホッケー部

首長部局

地域スポーツクラブ
・品川スポーツ協会
・スポクラ・しながわ
・品川区アマチュア将棋協会
・品川区アマチュア囲碁連盟
・品川区華道茶道文化協会

令和６年 ４月 協議会に向けた協議会に向けた準備
地域部活動関係者の顔合わせ
方針の確認・調整・準備

令和６年 ５月 第１回協議会の開催

令和６年 ９月 ラグビー部体験会の開催

ラグビー部事前アンケート実施

ラグビー部の活動の実施（～11月）

令和６年１０月 第２回協議会の開催

ホッケー部体験会の開催

ホッケー部事前アンケート実施

令和６年１１月 ホッケー部の活動の実施（～１月）

ラグビー部事後アンケート実施

令和７年 １月 ホッケー部事後アンケート実施

令和７年 ２月 第３回協議会の開催

※定期的に「しながわ地域TEAM ACT 通信」を発信
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 15 校 実施した地域クラブ総数 ２クラブ（ラグビー部、ホッケー部）

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ０クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ２クラブ

全体の指導者数 14 人 全体の運営スタッフ数 ７ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
実施
回数

実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導
者数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加
方法

品川
バッファロー

品川区
ラグビーフット
ボール協会

ラグビー部
月８回
程度

木曜日
16:00～18:00
日曜日
9:00～11:00

５年：４名
６年：２名
７年：７名
８年：３名
９年：１名

活動期間
令和６年９月１４
日から１１月２４
日まで
【全２０回】

JR東日本東
京総合車両
センター
荏原平塚学
園

８人
４人
（内、兼務３人）

０ 円 なし

しながわ
ペンギンズ

東京都
ホッケー協会

ホッケー部
月８回
程度

水曜日
16:00～18:00
土・日曜日
9:00～11:00

５年：７名
６年：７名
７年：２名
８年：１名
９年：０名

活動期間
令和６年１２月５
日から令和７年２
月９日まで
【全１６回】

大井ホッケー
競技場

６人
３ 人
（内、兼務３人）

０ 円 なし

③その他、体験会やイベント等の開催実績

オンライン説明会

●品川バッファロー 令和６年 ７月25日（木）、 ９月 ４日（水）

●しながわペンギンズ 令和６年10月11日（金）、11月28日（木）

体験会

●品川バッファロー 令和６年 ７月28日（日） ※８月31日（土）は、台風の影響で中止

●しながわペンギンズ 令和６年10月13日（日）、11月10日（日）、11月23日（日）
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

ラグビー

運営団体名 品川区ラグビーフットボール協会

期間と日数

体験会
７月２８日
活動期間【全20回】
９月14日から11月24日まで

指導者の主な属性

・リオオリンピック７人制日本代表
（元１５人制日本代表）
・SCJ（Sports Coaching Japan）認定
コーチディベロパーLv1
・JRFU A級コーチ
・JRFU B級コーチ
・JRFU C級コーチ
・JRFU スタートコーチ
・「走りの教室」公認インストラクター

活動場所
JR東日本東京総合車両センター
荏原平塚学園

主な移動手段 徒歩・電車・バス

１人あたりの参加会費
等（年額）

０円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●しながわ地域TEAM ACT 活動概要

指導者については、統括指導者・指導者の２名以上を置く。

●統括責任者（統括指導者） １名
役割：運営面と指導現場、渉外を担当（区、学校、保護者の対応等）

●マネージャー（指導者） １名
役割：運営事務を担当。（文書作成、提出等）

●ヘッドコーチ（指導者） １名
役割：指導を担当（指導内容の方針、メニュー、人繰り等）

●チームマネージャー（指導者） １ 名
役割：指導現場まわりの事務を担当。（スポーツ保険、部活日誌、出欠管理等）

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

品川区教育委員会

・地域部活動の運営に関する監督
・学校への周知
・会場校や部員の所属する学校との連携
・効果の検証等
・指導者への研修実施等

品川区ラグビーフットボール協会

中学校（９校）
義務教育学校（後期課程６校）
７～９年生

小学校（３１校）
義務教育学校（前期課程６校）
５・６年生

・ラグビー講師派遣 ・活動の企画、運営、調整
・チラシの作成等
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取組内容

2.実証内容と成果

一般社団法人 品川ラグビー

フットボール協会が主体となりラグ

ビー部、一般社団法人 東京都

ホッケー協会が主体となりホッケー

部、の運営を行う。

○ 指導者の研修方法の確立

○ 生徒等・保護者との連絡方

法の確立

○ 学校と地域部活動との連携

○ 緊急時の対応の確立

本事業の取組を教育委員会が

首長部局と連携し、本事業が円

滑に実施できるようにする。

○ 地域部活動の活動の際は、教育委員会が現地に行き、 監督し、運営主体に対して、指導・助言を行い、部

員の安心・安全を確保しつつ、活動の更なる充実につながった。

○ 事業者と部員の家庭間で連絡できるツールを使っており、十分に有効な活用ができた。

○ 部員が記載した練習日誌を運営主体が教育委員会を通して、部員所属の学校に情報提供することで、学校

と地域部活動の連携が図られた。

○ 平常時の連絡体制、緊急時の連絡体制および活動中の怪我・事故等の対応マニュアルを作成した。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域部活動の運営体制の更なる強化を図るため、年度当初の地域部活動関係者の顔合わせの段階で、方針

の確認・調整・準備等を確実に行い、計画的に実施できるようにする。定期的に運営等に振り返り、必要に応じて

打合せを行っていく。

ラグビー部：練習日誌

＜ホッケー部：事後アンケート 令和７年２月＞

7
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しやすかった

どちらかといえばしやすかった

どちらかといえばしづらかった

しづらかった

保護者：地域部活動主催者との連絡のしやすさ

事前 事後

（名）
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取組内容

2.実証内容と成果

一般社団法人 品川ラグビーフット

ボール協会および一般社団法人 東京

都ホッケー協会より、指導者を派遣する。

ラグビー部およびホッケー部、それぞれ毎

回の練習に2名以上の指導者を配置す

る。指導者の確保、質の高い指導を行

うとともに専門的な観点から安全に配慮

した活動を行う。

○ 参加した部員を対象としたアンケートの結果、回答者の100%が

指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができた

と回答した。

○ 事前に指導者対象の研修を受講するように依頼したことに加え、教

育委員会指導主事によるいじめ防止研修を実施した。

○ 事前にオンライン説明会で、各部活動の指導者の方針を、各部活

動の参加部員ならびに保護者に伝え、共通理解を図った。

今後も、引き続き各協会に委託することで、質の高い指導を行うととも

に専門的な観点から安全に配慮した活動を行う。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

指導者の属性

＜品川区ラグビーフットボール協会＞ ８名

・リオオリンピック７人制日本代表（元15人制日本代表）

・SCJ（Sports Coaching Japan）認定コーチディベロパーLv1

・JRFU A級コーチ ・ JRFU B級コーチ ・ JRFU C級コーチ ・ JRFU スタートコーチ

・走りの教室」公認インストラクター

＜東京都ホッケー協会＞ ６名

・元日本代表 ・日本ホッケー協会アスリート委員会委員長

・ジュニアチーム（2020HCフリークス東京U15）ヘッドコーチ

・Ｄ級審判 ・Ｃ級審判 ・ジャッジ競技役員 ・スポーツリズムディフーザー

0
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0

10

0 2 4 6 8 10

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

＜事後アンケート 令和６年１１月＞

指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができましたか。

【ラグビー部：児童・生徒】 【ホッケー部：児童・生徒】

＜事後アンケート 令和７年２月＞

（名）
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当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

（名）
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取組内容

2.実証内容と成果

教育委員会（指導課）が首長部局（スポーツ推進課）と連携して進める。指導課で協議会を

設置し、年3回程度の協議の場を活用しながら、事業の進捗状況の把握および効果検証等を実施

する。

今後も継続して協議会を実施し、首長部局、

地域のスポーツ団体との連携・協働を図りながら、

地域人材の発掘、活用等につなげていく。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項

取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

協議会において、地域部活動の運営や指導の内容について協議し、保護者、地域、学校、関係団体等、様々な立場からの意見により、内容の充実に

つなげることができた。協議会において、地域部活動の成果と課題を共有し、委員を通して、地域部活動の運営主体以外の地域クラブ活動の運営主体等

にも周知することができた。

第１回協議会 令和６年５月21日（火）

１ 委員委嘱

２ 委員紹介

３ 事務局紹介
４ 委員長挨拶

５ 趣旨説明

６ 報告
○令和５年度末 ダンス部の最終活動報告

○令和５年度 地域部活動にかかる活動報告

７ 協議
○令和６年度の取組

○品川区立中学校、義務教育学校における部

活動児童・生徒へのヒアリング内容について

第３回協議会 令和７年２月27日（木）

１ 委員長挨拶

２ 報告

（1）業務委託（リーフラス）学校部活動
○ 学校部活動の業務委託に関するアン

ケート結果

（2） しながわ地域TEAM ACT（地域部活動）
○ ラグビー部 活動報告

○ ホッケー部 活動報告

３ 協議
令和７年度の取組に向けて

○ 品川区における部活動の地域移行に向け

たロードマップ[令和７年度]
○ しながわ地域 TEAM ACT（地域部活

動）アート部の設立に向けて

第２回協議会 令和６年５月21日（火）

１ 委員長挨拶

２ 報告

（1）しながわ地域TEAM ACT（地域部活動）
○ ダンス部 活動報告

○ ラグビー部、ホッケー部 活動予定、途中

経過報告
（2）業務委託（リーフラス）学校部活動

○ 配置、活動状況

○ 業務委託に関する部活動児童・生徒へ
のヒアリングおよびアンケート結果

（3）学校部活動 アシスタントコーディネーター

○ 配置状況、情報交換会
３ 協議

令和７年度の取組に向けて
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 活動拠点を設置し、区内の全小学校31校、中学校９校、全義務教育学校６校の計46校から参加児童（５年生・６年生）・生徒（７年

生から９年生）を募集した。

＜ラグビー部＞ JR東日本東京総合車両センター（区内にある企業のラグビー場）

＜ホッケー部＞ 大井ホッケー競技場（東京2020オリンピック競技大会の開催会場）

○ オンライン説明会の実施（ラグビー部：２回、ホッケー部：２回）

○ 入部前の体験会の実施（ラグビー部：２回 ※うち１回は、台風の影響で中止、ホッケー部：３回）

活動拠点を競技に応じた専門の会場で行うこ

とができたが、平日の授業終了後における活動

の参加人数が少なかった。平日における交通利

便性を考え、環境の整った活動場所の検討を

していく。

取組事項

今後の課題と対応方針

○ 対象学年における全学年からの申込みがあり、様々な年齢における運動機会の創出につながった。

○ 複数の学校（17校）からの入部があり、幅広い地域を網羅する活動となった。

○ 当該スポーツの経験者のみならず、未経験者も参加し、幅広いニーズに対応することができた。

○ オンラインによる説明会を複数回設定することで、活動内容等の周知や疑問の解消となり、活動第1回を円滑にスタートすることができた。

○ 入部前の体験会を複数回設定することにより、当該スポーツに対する興味・関心の向上、当該スポーツに対する未経験者や指導者の様子等、地域

部活動に対する不安解消し、さらに多くの児童・生徒の活動の場の創出につなげることができた。

取組の成果

0

0

0

3

7

0 2 4 6 8 10

体験会をしていない

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

＜ラグビー部：事後アンケート 令和６年１１月＞ ＜ホッケー部：事後アンケート 令和７年２月＞

児童・生徒：体験の機会があったが、よかったですか。

（名）

1

0

0

5

10

0 2 4 6 8 10

体験をしていない

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

（名）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

一般社団法人品川ラグビー

フットボール協会および一般社団

法人東京都ホッケー協会それぞ

れから指導者を派遣することで、

専門的な指導を受けられるよう

にする。

児童・生徒・保護者・地域が

期待している、学校部活動で実

現していた参加児童・生徒の自

主的な取組態度を引き出し、伸

長させることができる指導の実現

を図るため、事前に教育委員会

との打合せを行い、活動実施後

に教育委員会指導主事より活

動についてフィードバックし、質を

高めていく。

参加人数
ラグビー部 17人
ホッケー部 17人

指導者数
ラグビー部 ８人
ホッケー部 ６人

具体的な内容例

子供・保護者の声

⚫ ラグビーが好きになりました。
⚫ 今年も昨年に続いて部活動をやってくれてありがとうございました。来年度も参加したいと思うの
で、楽しみです！

⚫ 優しく指導していただいたことで、毎回の練習を楽しみにしていました。新しい世界や可能性が
広がり、より良い人生の一歩となったことと思います。

⚫ 自分で考えるプレイもできるようになりラグビーを通して成長できる場を与えていただきました。
⚫ コーチの指導も大変素晴らしく子どもが非常にやり甲斐を持って取り組んでいた。
⚫ 元日本代表選手のコーチや多くの経験者の方々がコーチしてくださった環境は子供たちにとって
貴重な経験となって、ホッケーの楽しさを学べる良い機会になったと思います。

関係者の声

⚫ 一方的な支持ではなく、児童・生徒が自ら考え、行動できるような言葉掛けを行った。
⚫ 専門性の高い指導者を複数いるため、技能差等に応じた対応をすることができていた。
⚫ 指導者が部員一人一人の練習日誌に毎回コメントを入れることで、部員の活動意欲の持続
につながった。

活動の詳細

＜ラグビー部＞

１ 挨拶（体調確認）

２ 本日のテーマの説明

３ パス回し、ラン、トライ、１対１、３対１、

３対２ 等

４ ゲーム

５ 振り返り

６ 挨拶（体調確認）

＜ホッケー部＞

１ 挨拶（体調確認）

２ 本日の流れの説明

３ ボールコントロール、リフティング、パス、

ドリブル、シュート、１対１、３対３ 等

４ ゲーム

５ 振り返り

６ 挨拶（体調確認）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

児童・生徒の変容について、以下のようなことが挙げられる。

＜ラグビー部＞

・回を重ねるごとに、個々の技能が伸びてきている。

・準備が終わった部員から、自然とパスやキックの練習をする姿が見られた。

・ラグビーの動きに慣れ、積極的にボールを前に運ぼうとしていた。

・部員同士のコミュニケーションが増え、自発的に戦術面の会話をしていた。

・ミニゲームでは、練習の成果を発揮し、終了後は満足そうな表情が見られ

た。

＜ホッケー部＞

・コーチの具体的な指示により、上手にできたことで達成感をもっていた。

・ゲーム中の作戦タイムでは、意欲的に発言する姿が見られた。

・ゲームを中心とした練習の中でルールや動きなどを少しずつ覚えてきた。

・チームメイトの動きをみて、どこにボールを回すかがわかりやすくなる声掛け

を、ゲームを通して練習した。

・未経験者だった部員もゲームにしっかりと参加し、活躍できるようになってき

た。

事後アンケートでは、ラグビー部、ホッケー部とも地域部活動を通して、得られ

たことに「運動の楽しさ」や「技能の向上」と回答した。

取組の成果

今後の課題と対応方針

引き続き、参加児童・生徒の自主的な取組態度を引き出し、伸長さ

せることができる指導の実現を図っていく。そのために、指導者と事前に

教育委員会との打合せを行い、事後アンケート等児童・生徒ニーズに

沿った見通しをもった活動計画の立案を行っていく。

地域部活動を通して、どのようなことを得られましたか。

【児童・生徒】
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その他

責任感

リーダーシップ

礼儀

自主性

思いやり

卒業後も続けたい活動が見つかった

協力

運動の行い方やルール

新しい仲間

やりがい

自信

運動の楽しさ

技能向上

＜ラグビー部：事後アンケート 令和６年１１月＞

（名）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○ 学校の施設・設備・備品等を使用して、地域スポーツクラブ活動を実

施する際の利用指定管理者制度や業務委託等による運営を行った。

○ 学校と教育委員会で部活動と実証事業の活動が競合しないよう、

事業の趣旨の理解を図り、利用することができた。

○ トイレ、AED等が完備されており、児童・生徒は、安心・安全に活動

を実施することができた。また、熱中症対策として、アリーナを借り、活動

に臨むことができた。

○ 保護者への事後アンケートでは、活動場所や広さについて、児童・生

徒、保護者ともに肯定的な回答が100％であった。

取組の成果

○ 各協会が余裕をもって会場確保を検討して進めることで、地域部活動の持続の可能性を高めていく。

○ 平日の活動について、部員のニーズを踏まえながら、部員が安心・安全に会場と自宅を移動できるよう、活動場所について、拠点となる活動場所を

設定する。

○ ラグビー部は、活動拠点（JR東日本東京総合車両センター）に加え、区立学校の校庭・アリーナを活用する。

○ 学校施設の効果的な活用や管理方法に関する取組として、学校の施設・設備・備品等を使用して、地域スポーツクラブ活動を実施する際の利用

ルールを明確にする。

7

3

0 0

よい

どちらかといえばよい

どちらかといえばよくない

よくない

7

3

0 0

＜ラグビー部：事後アンケート 令和６年11月＞

【保護者】

活動場所はよかったですか。

【児童・生徒】

活動場所は動きやすい広さでしたか。

（名）（名）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

令和６年度行うことのできなかった他の地域スポーツ団体との交流を実施するた

め、活動に見通しをもって計画に進めていく。

○他の地域スポーツ団体（地域スポーツ団体・公立学校以外の学校部活動）との交流の実施

○ラグビー部とホッケー部の連携協力 ○ラグビー部およびホッケー部の体験会の実施 ○ラグビー部におけるオンラインでの活動の開催

取組の成果
○ラグビー部におけるオンラインでの活動の開催

オンライン活動の主な内容

・ラグビーがどんなスポーツかの説明

・ルールの確認

・トレーニングの仕方を学ぶ

・体幹ストレッチ 等

ラグビー発祥の歴史や発祥当初から現在に

至るまでのルールの変容などの紹介等、パワー

ポイントのアニメーション等を活用し、分かりやす

く伝える工夫をした。

○ラグビー部およびホッケー部の体験会の実施

ラグビー部は２回（１回は台風のため中止）、ホッケー部

は３回を実施し、合計22名が参加した。

＜児童・生徒＞

・ 活動の雰囲気は活気があり、お互いに肯定的な声を掛

け合い良好であった。

＜保護者＞

・ 経験者と初心者に分けて、体験メニューを実施し、ゲー

ム要素を取り入れた練習も行った。

○他の地域スポーツ団体

交流試合を予定していたが、先方の都合で中止となった。

○ラグビー部とホッケー部の連携

ラグビー部の活動時にホッケー部の指導者が参加し、ホッケー

の実演および説明を行い、連携協力を図った。

オンラインでの活動は、よかったですか。
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当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる
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当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

【児童・生徒】

【保護者】

＜ラグビー部：事後アンケート 令和６年１１月＞

（名）

（名）
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

改革推進期間２年目として、令和６年度も品川区

立学校における部活動の地域連携・地域移行について、

活動の主体である子どもたちの思いや考えを踏まえ、子

どもたちの多様なニーズに応じた活動機会を創出していく

ため、生徒や地域部活動に参加した部員から意見の集

約を行い、活動を進めた。

また、引き続き、品川区ラグビーフットボール協会および

東京都ホッケー協会と連携し、同会より指導者を派遣

することにより、質の高い指導を行うとともに専門的な観

点から安全に配慮した活動を行うことができた。

令和６年度は新たなに以下の取組を行った。

・地域部活動の総称を「しながわ地域TEAM ACT」と

し、各部活動の名称は、児童・生徒からチーム名を

募集・投票を行い、チーム名を決定

・入部前の体験会の実施 ・活動拠点の設置

・オンライン活動の設定（ラグビー部）

・ホッケー部の活動回数の増加 ・連絡手段の構築

イ 適任指導者の確保
各地域部活動の活動終了後のアンケートにおいて、参加生徒等からの指導者に関す
る質問項目おいて肯定的な回答９割以上

地域部活動への参加者をさらに増やし、持続可能な

活動の構築を目指していくため、今後も検討を重ねてい

く。

ウ 生涯スポーツへの意識
各地域部活動の活動終了後のアンケートにおいて、参加生徒等の生涯スポーツに関
する質問項目において肯定的な回答９割以上

（1）達成目標
参加生徒等の自発的な取組態度に関連する項目において、肯定的な回答等９割以上

（2）達成状況の検証
ア 地域部活動への参加
本取組への参加生徒等の申込み人数の実績
・ホッケー部 定員50名 申込み人数：17名
・ラグビー部 定員50名 申込み人数：17名
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当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

ラグビー部
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当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

ラグビー部

＜ラグビー部：事後アンケート 令和６年１１月＞ ＜ホッケー部：事後アンケート 令和７年２月＞

児童・生徒：指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができましたか。

児童・生徒：今後、地域部活動の機会があれば、活動をしたいですか。
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（名）
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ホッケー部
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ホッケー部 （名）

（名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②
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興味があったから

通いやすいから

保護者から勧められたから

友達に誘われたから

新しい仲間を作りたいから

期間がちょうど良いから

その他

児童・生徒：入部した理由（複数回答可）
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しやすかった

どちらかといえばしやすかった

どちらかといえばしづらかった

しづらかった

保護者：地域部活動主催者との連絡のしやすさ

事前 事後

児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

＜活動について＞

（名）

（名）

その他の記載
・ラグビーが好きだから。
・昨年度も参加したから。
・去年行ってすごくたのしかったから。
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②
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児童・生徒

事前 事後
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保護者

事前 事後
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指導者や指導方法

友達関係

技術面

安全面

その他

保護者（１名）

0
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0 1 2

解消されていない

解消された

保護者

0

2

0 1 2

解消されていない

解消された

児童・生徒

0
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1
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その他

安全面

技術面

友達関係

指導者や指導方法

児童・生徒（２名）

児童・生徒：活動にあたり不安なこと（事前）、活動をしてみて、不安だったこと（事後）
保 護 者：活動させるに当たり、不安なこと（事前）、活動をさせてみて、不安だったこと（事後）

不安だったこと（不安だったことがあると回答した児童・生徒、保護者のみ回答）（複数回答可）

不安は解消されたか（不安だったことがあると回答した児童・生徒、保護者のみ回答）

児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

（名）

（名）

（名）

（名）

（名）

（名）

その他の記載
・チームスポーツの経験がない。
・学校の部活や習い事、勉強との両立。
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

児童・生徒：指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができましたか。
保 護 者：お子様は指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができましたか。
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児童・生徒

児童・生徒：品川ならではの活動への参加を通して、品川が好きになりましたか。
保 護 者：お子様は品川ならではの活動への参加を通して、品川が好きになりましたか。
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当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

児童・生徒

児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

（名）

（名）（名）

（名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

児童・生徒：地域部活動を通して、どのようなことを得られましたか。（５つまで）
保 護 者：お子様は、地域部活動を通して、どのようなことを得られましたか。（５つまで）

児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼
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児童・生徒
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卒業後も続けたい活動が見つかった

協力

運動の行い方やルール

新しい仲間

やりがい

自信

運動の楽しさ

技能向上

保護者（名） （名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

昨年度よりも活動回数（１６回から２０回）が増えたが、よかったですか。

児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

児童・生徒：今後、地域部活動の機会があれば、活動をしたいですか。
保 護 者：今後、地域部活動の機会があれば、お子様に活動をさせたいですか。
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＜運営について＞

（名）

（名）（名）

（名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

体験の機会があったが、よかったですか。
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児童・生徒

活動場所（JR東日本東京総合車両センター・荏原平塚学園）はよかったですか。
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児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

（名）

（名）（名）

（名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

オンラインでの活動は、よかったですか。
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児童・生徒

オンライン説明会の録画内容を視聴できるようになったのはよかったですか。
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児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

（名）

（名）（名）

（名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

品川ラグビーフットボール協会の地域部活動のホームページの案内は分かりやすかったですか。

今年度は少人数での活動であったが、どうでしたか。（複数回答可）
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保護者
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児童・生徒
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部員が増えることで、もっと新しい友達をつくりたかった

部員が増えることで、大人数での試合などをしたかった

部員が増えることで、もっとたくさんの部員と教え合いなどの交流をしたかった

部員が増えることで、もっとたくさんの部員とプレーをしたかった

少人数だったので、部員同士で話しやすかった

少人数だったので、コーチに質問をしやすかった

少人数だったので、個別で教えてもらうことができ、技術が上達した

少人数だったので、コーチに教えてもらう機会が増えたので良かった
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部員が増えることで、もっと新しい友達をつくりたかった

部員が増えることで、大人数での試合などをしたかった

部員が増えることで、もっとたくさんの部員と教え合いなどの交流をしたかった

部員が増えることで、もっとたくさんの部員とプレーをしたかった

少人数だったので、部員同士で話しやすかった

少人数だったので、コーチに質問をしやすかった

少人数だったので、個別で教えてもらうことができ、技術が上達した

少人数だったので、コーチに教えてもらう機会が増えたので良かった

児童・生徒

児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

（名）

（名）（名）

（名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②
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児童・生徒アンケート：10名 保護者アンケート：10名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年９月 依頼 事後アンケート：令和６年11月 依頼

児童・生徒：チーム名（品川バッファロー）を気に入っていますか。

（名）

保護者：ラグビー参加費（保険代も含む）としていくらが妥当だと思いますか。
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どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

（名）
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しながわ地域TEAM ACT（ラグビー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

＜練習日誌より＞
・パスをうまくできるようになった。勢いをつけて走ることができたので、よかったです。
・初めてラグビーについて知ったり、活動したりしたので、楽しかったです。
・深いところから全力で走ると、ボールをもらったときに、相手を抜きやすいことが分かった。
・みんなでいっぱいパスをつなげてトライできたのが、楽しかったし、うれしかった。

＜要望・感想（保護者）＞ 事後アンケート
・優しく指導していただいたことで、毎回の練習を楽しみにしていました。息子にとって、新しい世界や可能性が広がり、より良い人生の一歩となったことと
思います。この後、高校に入ってもラグビーを続けてくれたらいいなと思っています。
・いつも雰囲気よく楽しく活動できる環境を作っていただき感謝です。自分で考えるプレーもできるようになり、ラグビーを通して成長できる場を与えていた
だきありがとうございます。
・活動時の面倒見の良さ、少ない時間で効率よく進めるようしていただいたと思います。 指導がとても前向きで、楽しく過ごせているようでした。
・タグではないラグビーを指導するのは大変だと思いますが、通年で実現したら親はありがたいです。

総括
（活動について）
○少人数での活動であったので、個別で指導したり、声をかけたりする場面が多く、技術が上達したという肯定的な声が多かった。
○天候が悪い時には、オンラインでの活動に切り替えることで、練習の回数を確保することができた。
○指導者が部員一人一人を大切にした前向きな言葉かけをするとともに、活動後に日誌にコメントを記載してメールで送付し、自宅で振り返ることが
できるようにした。

（運営について）
○メールや電話を活用し、迅速で丁寧な連絡、質問への回答を行い、児童・生徒、保護者から肯定的な受け止めがあった。
○オンライン説明会に加えて、説明会に参加できない保護者のためにオンデマンド配信も行った。
○体験会を複数回開催したことで、部員増加への効果があった。
▲品川区ラグビーフットボール協会は、今年度は指導責任者が事務局員と兼任をしていたため、チラシの作成や計画書の提出などが期日に遅れること
が多く、また、平日に複数体制で指導ができないという課題が把握され、今後の運営面での改善が必要である。協会は、指導責任者と事務担当
者を別に立てて役割分担を明確にし、事務作業が滞ることがないようにするとともに、平日の指導者を複数確保するために、地域人材を活用するな
どの対策が求められる。

＜要望・感想（児童・生徒）＞ 事後アンケート
・楽しかったです。また来年も参加したいです。
・今年も昨年に続いて部活動をやってくれてありがとうございました。来年度も参加したいと思うので、楽しみです。
・ラグビーが好きになりました。
・最後のゲームでは、相手チームとの人数差や上の学年が多かったので、ゲームが成り立つか不安だったけれど、思っていたよりもつながったし、守れたし、
勝つことができてよかった。また、来年も続けたい。
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②
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児童・生徒：入部した理由（複数回答可）
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しやすかった

どちらかといえばしやすかった

どちらかといえばしづらかった

しづらかった

保護者：地域部活動主催者との連絡のしやすさ

事前 事後

＜活動について＞

（名）

（名）

その他の記載
・技術を上達させたかったから。
・コーチに誘われたから。

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②
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保護者（３名）
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安全面

技術面

友達関係

指導者や指導方法

保護者（３名）

児童・生徒：活動にあたり不安なこと（事前）、活動をしてみて、不安だったこと（事後）
保 護 者：活動させるに当たり、不安なこと（事前）、活動をさせてみて、不安だったこと（事後）

不安だったこと（不安だったことがあると回答した児童・生徒、保護者のみ回答）（複数回答可）

不安は解消されたか（不安だったことがあると回答した児童・生徒、保護者のみ回答）

（名）（名）

不安だったことなし

不安だったことなし

（名）

（名）

その他の記載
・会場までの距離

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

児童・生徒：指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができましたか。
保 護 者：お子様は指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができましたか。
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児童・生徒：品川ならではの活動への参加を通して、品川が好きになりましたか。
保 護 者：お子様は品川ならではの活動への参加を通して、品川が好きになりましたか。
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（名）

（名）（名）

（名）

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

児童・生徒：地域部活動を通して、どのようなことを得られましたか。（５つまで）
保 護 者：お子様は、地域部活動を通して、どのようなことを得られましたか。（５つまで）
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保護者
（名）（名）

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

活動回数（１６回）は、よかったですか。

児童・生徒：今後、地域部活動の機会があれば、活動をしたいですか。
保 護 者：今後、地域部活動の機会があれば、お子様に活動をさせたいですか。

0

0

1

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

保護者

0

0

5

11

0 2 4 6 8 10 12

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

児童・生徒

2

0

6

8

0 2 4 6 8 10

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

児童・生徒

0

0

7

9

0 2 4 6 8 10

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

保護者

＜運営について＞

（名）

（名）（名）

（名）

その他の記載
・もっと活動をしたい。

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

体験の機会があったが、よかったですか。

3

0

0

1

12

0 2 4 6 8 10 12 14

体験をしていない

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

保護者

1

0

0

5

10

0 2 4 6 8 10

体験していない

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

児童・生徒

活動場所（大井ホッケー競技場）はよかったですか。

1

1

1

13

0 2 4 6 8 10 12 14

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

保護者

0

0

6

10

0 2 4 6 8 10

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

児童・生徒

（名）

（名）（名）

（名）

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

東京都ホッケー協会の地域部活動のホームページの案内は分かりやすかったですか。

4

0

1

4

7

0 2 4 6 8

見ていない

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

保護者

9

0

0

4

3

0 2 4 6 8 10

見ていない

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

児童・生徒
（名）（名）

1

3

9

3

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

当てはまらない

どちらかといえば当てはまらない

どちらかといえば当てはまる

当てはまる

児童・生徒：チーム名（しながわペンギンズ）を気に入っていますか。

（名）

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

3

4

6

2

1

0 1 2 3 4 5 6

0円-1000円

1001円-2000円

2001円-3000円

3001円-5000円

5001円以上

保護者：参加費（保険代も含む）としていくらが妥当だと思いますか。

（名）

（名）

児童・生徒アンケート：16名 保護者アンケート：16名 ※アンケートについては、参加者のうち、入部者およびその保護者を対象に実施

事前アンケート：令和６年12月 依頼 事後アンケート：令和７年２月 依頼
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しながわ地域TEAM ACT（ホッケー部）アンケート結果

2.実証内容と成果②

＜練習日誌より＞
・楽しかった。強いパスが打ててとてもよかったです。
・初めてだったけど、わかりやすく教えてくれ、先生たちも優しかったし、楽しかった。
・チームでパスの回数を数えながらつなげ、シュートする。いろいろ考えながらやることができた。
・リバースタッチシュートを打てた。アシストゴールを決められた。家でも練習したい。

＜要望・感想（保護者＞ 事後アンケート
・ホッケーという競技の普及および裾野を広げることを考えると、無料の方が参加者を集めやすいと思うし、競技参加者が増えることが何よりも価値が
あることだと思います。
・平日開催で大井ホッケー場まで子供1人で移動させることが難しいと感じていた。ただ、大井ホッケー競技場で元日本代表選手のコーチや多くの経
験者の方々がコーチしてくださった環境は子供たちにとって貴重な経験となって、ホッケーの楽しさを学べる良い機会になったと思います。
・とても楽しく通わせていただきました。是非、通年で活動していただきたいです。チーム力もスキルも付いてきた頃に活動が終了してしまうのがもったいな
いと思いました。
・コーチの指導も大変素晴らしく子どもが非常にやり甲斐をもって取り組んでいただけに、短期の部活動であることを残念がっていた。

総括
（活動について）
○指導者から専門的な指導や安全に配慮した指導を受けることができ、技術向上が図られた。
○初心者と経験者、さらにキーパーの３グループに分かれて練習を行った。初心者に対しては複数いるスタッフが個別指導を行い、基礎技術が身に付
いてから経験者の練習に合流した。

（運営について）
○オンライン説明会を行い、体験会の参加や入部に戸惑わないように丁寧に説明した。
○体験会を３回実施し、第１回では大井ホッケー競技場メインピッチを使用し、東京オリンピック2020の会場にて親子で活動する機会を作った。
○部員が記載した練習日誌を運営主体が教育委員会を通して、所属部員の学校および家庭に提供することで地域部活動の連携が図られた。

（今後の活動について）
○平日の活動を水曜日にし、児童・生徒が時間に余裕をもって活動に参加できるようにする。
○活動場所は引き続き大井ホッケー競技場とする。
○参加者拡大のために、効果的な広報活動を検討する。
▲活動最終日に予定されていた、他のホッケーチームとの合同練習・練習試合が未実施に終わった。事前に、東京都ホッケー協会から教育委員会へ
の計画の進捗状況や中止の連絡がなかったことや、保護者への周知等もなされなかったことなど、準備段階からの課題が把握された。他ホッケー
チームとの調整の手順を明確に定め、教育委員会や保護者への連絡・報告の徹底を図るなど、運営の見直しが必要である。

＜要望・感想（児童・生徒）＞ 事後アンケート
・もっと沢山やりたかったです。 ・毎回の練習が楽しかった。来年も参加したい。
・平日練習の時間に間に合わなかったので、集まれる時間設定にして欲しい。
・オリンピックで使われた大井ホッケー競技場で練習することができて、チームプレーについて考えられて、とても楽しく学べて良かったです。
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2.実証内容と成果③

【ラグビー部：生徒への参加啓発チラシ】

参考資料

広報資料

【ホッケー部：生徒への参加啓発チラシ】
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2.実証内容と成果③

【教育委員会作成：しながわ地域TEAM ACT 通信】

参考資料

広報資料

【教育委員会作成：しながわ地域TEAM ACT 通信】
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2.実証内容と成果③

【教育委員会作成：しながわ地域TEAM ACT 通信】

参考資料

広報資料

【広報しながわ（教育特集号）】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【ホッケー部：ドリブルしながらパスをつなぐ練習の場面】 【ホッケー部：シュート練習の場面】

【ラグビー部：パス練習の場面】 【ラグビー部：動きについて考える場面】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年

アンケート調査
の実施、
検討開始

生徒、保護者へ
の説明

令和５年・令和６年 令和７年

協議会開始、
受け皿団体や
指導者の選定、
拠点校の選定

学校現場との
調整

地域部活動の
開始

地域部活動の

拡大

ステークホルダー

学校、教育委員会、首長部局、関係団体、保護者、

統括コーディネーター

経過

令和４年度に生徒アンケート、教員アンケートおよび校区教育協働

委員会との情報交換から以下の必要性が明確になった。

・ 部活動にはない種目等を週１回程度、地域で展開

・ 教員の兼業・兼職の体制整備、指導を望まない教員に代わる地域

の指導員の拡充

・ 現在の部活動のメリットを維持しながら段階的に地域移行

令和５年度より、運営団体とコーディネーター、指導者、行政等で組

織する部活動に係る協議会（年３回）を設置し、クラブ活動の運営マ

ニュアルや指導の手引きの作成を進めた。

同じく、令和５年より多様な運動機会の創出を図る地域部活動（ラグ

ビー、ホッケー、ダンス）を実証事業として検討委員会を設置し、品川区

ラグビーフットボール協会、東京都ホッケー協会および民間委託の３つの

団体を運営団体とした新たな地域クラブ体制を設立した。

実施内容

品川区立小・中・義務教育学校の5～9年生が参加可能とし、子ども

たちがより多くの種類の活動機会を得られるよう、３部活動の活動時期

が重ならないように実施した。ラグビー部とホッケー部は平日も活動を行い、

ラグビー部はオンラインでの活動も併用している。

実施にあたって生じた課題

令和５年度は、チラシを全小学校、中学校および義務教育学校への

配付、オンライン説明会、運営団体が学校に直接行き、周知を図ってき

た。令和６年度からは、活動開始の前に地域部活動の参加につながる

ような体験会を数回実施し広く周知を図る体験会も行い、部員の募集

に努めてきた。今後、更なる部員を増やすための検討を進めている。

また、平日の授業終了後における活動の参加人数が休日の活動に比

べて少ないという現状がある。平日における活動しやすい曜日を検討して

いく。

今後の展開

新たな地域部活動として、令和８年１月から文化部活動を設立する。

区のホームページ等を通して、周知を図っていく。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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